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効果的な AIプロンプトの作成ガイド： 

より良い結果を得るための実践的アプローチ 

人工知能（AI）システムとの対話が日常的になった現代において、効果的なプロンプト（指示

文）の作成は、望む結果を得るための重要なスキルとなっています。本ガイドでは、AI シス

テムから最適な結果を引き出すためのプロンプト作成の基本から応用まで、実践的なアプロー

チを解説していきます。

プロンプトとは何か 

プロンプトとは、AI システムに対して私たちが入力する指示や質問のことです。単なる質問

や命令以上に、AI との対話を成功に導くための重要な橋渡しの役割を果たします。効果的な

プロンプトは、明確な目的、適切な文脈、そして具体的な期待を含み、AI システムがユーザ

ーの意図を正確に理解し、期待される出力を生成することを可能にします。 

図 1:より良いプロンプトを使って効果をあげるイメージ 
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効果的なプロンプト作成の基本原則 

明確性と具体性 

プロンプトの作成で最も重要な原則は、明確性と具体性です。曖昧な表現や抽象的な指示は、

期待とは異なる結果を招く可能性が高くなります。例えば、「良い文章を書いて」という指示

よりも、「環境問題について、高校生向けに 1000 文字程度の説明文を書いてください。具体

的な例を 2 つ以上含め、解決策も提示してください」というように具体的に指示する方が、

望む結果に近づきやすくなります。 

文脈の提供 

AI システムは与えられた情報のみに基づいて応答を生成します。そのため、必要な背景情報

や文脈を適切に提供することが重要です。例えば、特定の業界や専門分野に関連する質問をす

る場合、その分野特有の用語や常識的な前提を明示的に説明することで、より正確な応答を得

ることができます。 

段階的なアプローチ 

複雑な課題に対しては、一度に全てを要求するのではなく、段階的なアプローチを取ることが

効果的です。最初に基本的な情報や方向性を確認し、その結果に基づいて詳細な指示を追加し

ていく方法です。これにより、プロセスの各段階で結果を確認し、必要に応じて軌道修正する

ことが可能になります。 

 

プロンプト作成の実践的テクニック 

目的の明確化 

プロンプトを作成する際は、まず自分が何を達成したいのかを明確にすることから始めます。

単に情報を得たいのか、創造的なアイデアが欲しいのか、あるいは特定の形式での出力が必要

なのか。目的によってプロンプトの構造や詳細さは大きく変わってきます。 

フォーマットの指定 

出力の形式や構造に特定の要件がある場合は、それを明確に指定します。例えば、「回答は以

下の構造で提供してください：1. 概要（100 文字以内）2. 詳細な説明（3 段落）3. 実践的なア

ドバイス（箇条書き 5 項目）」というように具体的に指定することで、整理された有用な情

報を得やすくなります。 



3 

制約条件の設定 

文字数制限、使用する専門用語のレベル、対象読者の属性など、重要な制約条件は明確に指定

します。これにより、不必要な情報や不適切な内容を避け、より焦点を絞った回答を得ること

ができます。 

例示の活用 

期待する出力のスタイルや形式について、具体例を示すことは非常に効果的です。「以下のよ

うな形式で回答してください：」として例を示すことで、AI システムは期待される出力のパ

ターンを理解しやすくなります。
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目的別プロンプト効果の比較 

用途 基本的なプロン

プト 

基本的な結果 効果的なプロンプト 効果的な結果 

ビジネス文

書作成(企画

書) 

「新商品の企画書

を書いて」 

・一般的で表面的

な内容・具体性に

欠ける提案・構造

が不明確 

「20 代女性向けのスキンケア商品の

企画書を作成してください。以下の

要素を含めてください：・市場分析

（競合製品 3 つ以上）・ターゲット

層の具体的なペルソナ・製品の差別

化ポイント 3 つ・価格設定の根拠・

販売チャネル戦略文字数は 1500 字程

度でお願いします」 

・明確な市場分析・具体

的な製品提案・論理的な

価格設定・実行可能な販

売戦略・適切な文量での

提案 

プログラミ

ング支援(バ

グ修正) 

「このコードのエ

ラーを直して」

・一般的なデバッ

グ提案・文脈を理

解していない解決

策・表面的な修正 

「以下の Python コードで、ユーザー

入力を処理する際に TypeError が発

生しています。このコードはWeb フ

ォームからの入力を処理する API の

一部です。エラーが発生する条件と

修正方法を説明し、テストケースも

含めて修正案を提示してください。

」 

・エラーの根本原因の特

定・文脈を考慮した解決

策・テスト可能な修正案

・再発防止のアドバイス

教育コンテ

ンツ作成(科

学の授業) 

「光合成について

説明して」 

・教科書的な説明

・対象年齢不明確

・抽象的な概念説

明 

「中学 2 年生向けに光合成の授業資

料を作成してください。以下の要素

を含めて説明をお願いします：・身

近な例を使った導入（3 分）・図解

での説明（植物細胞の断面図）・実

験案（教室でできる簡単な実験）・

生徒が躓きやすいポイントとその解

説・確認テスト 3 問」 

・年齢に適した説明・具

体的な例示・実践的な実

験案・理解度確認方法・

体系的な学習資料 

マーケティ

ング分析(競

合分析) 

「競合企業の分析

をして」 

・表面的な企業比

較・一般的な情報

のみ・具体的な示

唆なし 

「食品宅配サービス業界における競

合分析をお願いします。以下の観点

で直接競合 3 社の分析を行ってくだ

さい：・価格帯とターゲット層・サ

ービスの特徴と差別化ポイント・マ

ーケティング戦略（SNS 活用方法含

む）・顧客評価（強み・弱み）・今

後の展開予測最後に、新規参入企業

への示唆もお願いします」 

・体系的な分析・具体的

なデータ比較・実用的な

示唆・戦略的な提案・活

用可能な情報 

クリエイテ

ィブ作業(ブ

ランドスト

ーリー) 

「会社の紹介文を

書いて」 

・一般的な企業説

明・個性のない文

章・感情的訴求が

弱い 

「オーガニック食材専門のレストラ

ンチェーンのブランドストーリーを

作成してください。以下の要素を含

めてください：・創業者の個人的な

きっかけ（食の安全への意識）・地

域農家との協力体制構築の過程・お

客様との心温まるエピソード 2 つ・

サステナビリティへの取り組み・今

後の展望（具体的な数値目標）トー

ンは温かみがあり、かつ専門性も感

じられる文体でお願いします」 

・感情的な訴求力・具体

的なエピソード・一貫し

たストーリー・説得力の

ある内容・記憶に残る表

現 
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効果的なプロンプト作成のための主要ポイント 

1. 具体性と詳細さ

• 目的と対象を明確に指定

• 必要な要素を箇条書きで列挙

• 期待する成果物の形式を明示

2. 文脈の提供

• 背景情報の充実

• 現状の課題説明

• 使用目的の明確化

3. 出力形式の指定

• 文章量や構造の指定

• 含めるべき要素の明示

• 使用すべき表現やトーンの指定

この統合表から、効果的なプロンプトの特徴として以下が明確になっています： 

• 具体的な指示による明確な方向性の提示

• 必要な要素の詳細な指定

• 期待される成果物の明確な定義

• 評価基準や品質要件の提示

これらの要素を意識してプロンプトを作成することで、より質の高い結果を得ることができま

す。 

高度なプロンプト戦略 

ロールプレイの活用

AI システムに特定の役割や立場を指定することで、より適切な視点からの回答を得ることが

できます。例えば、「あなたは経験豊富な小学校の教師として、この概念を説明してくださ

い」というアプローチです。これにより、対象に適した言葉遣いや説明方法を自然に引き出す

ことができます。 

フィードバックループの構築

最初のプロンプトで完璧な結果を得ることは難しい場合があります。そのため、初期の結果を

基に、追加の質問や修正要求を行う反復的なアプローチが効果的です。これは特に、複雑な課

題や創造的な作業において重要となります。 
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マルチステップアプローチ 

複雑な課題に対しては、問題を複数の小さなステップに分解し、各ステップで AI システムと

対話を重ねていく方法が効果的です。これにより、各段階で質を確認しながら、最終的な目標

に向かって進むことができます。 

 

一般的な落とし穴と対処方法 

曖昧さの回避 

「良い」「適切な」「効果的な」といった主観的で曖昧な表現は、具体的な基準や期待する結

果を示す表現に置き換えることが重要です。例えば、「良いプレゼンテーション」ではなく、

「5 分以内で発表可能で、データを 3 つ以上含み、一般聴衆にも理解しやすいプレゼンテーシ

ョン」というように具体的に示します。 

情報過多の防止 

必要以上の情報や制約を含めることは、かえって混乱を招く可能性があります。プロンプトは

必要最小限の情報に絞り、明確で簡潔な表現を心がけることが重要です。 

誤解の修正 

AI システムが意図と異なる解釈をした場合、なぜそのような解釈に至ったのかを考え、プロ

ンプトを修正します。この過程自体が、より効果的なプロンプト作成のスキル向上につながり

ます。 

 

特定の用途に応じたプロンプト作成 

創造的作業のための指示 

創造的な作業（文章作成、アイデア生成など）では、制約を適切に設定しながらも、AI シス

テムの創造性を活かせるような余地を残すことが重要です。完全に細かい指示を出すのではな

く、方向性や重要なポイントを示しつつ、表現の自由度を確保します。 
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分析作業のための指示 

データ分析や問題解決などの論理的な作業では、期待する分析の深さ、使用すべき手法、考慮

すべき要因などを明確に指定します。また、結果の表示形式や必要な詳細度についても具体的

に示すことが重要です。 

教育目的での活用 

教育的な内容を求める場合は、対象となる学習者のレベルや前提知識、説明に使用すべき例の

種類、避けるべき表現などを明確にします。また、段階的な理解を促進するための構造化され

た説明を求めることも効果的です。 

プロンプトの評価と改善 

結果の評価 

プロンプトの効果は、得られた結果の質で評価します。期待した内容が得られたか、必要な詳

細度が確保されているか、対象者に適切な表現が使用されているかなどの観点から評価し、必

要に応じてプロンプトを改善します。 

継続的な改善 

効果的なプロンプト作成は、試行錯誤と継続的な改善のプロセスです。成功したプロンプトの

パターンを記録し、次回の参考にすることで、徐々にスキルを向上させることができます。 

まとめ 

効果的なプロンプト作成は、AI システムを最大限に活用するための重要なスキルです。明確

な目的、適切な文脈、具体的な指示を組み合わせることで、より質の高い結果を得ることがで

きます。また、継続的な実践と改善を通じて、このスキルを向上させることが可能です。 

プロンプト作成は単なる技術的なスキルではなく、コミュニケーションの一形態として捉える

ことが重要です。AI システムの特性を理解し、それに適した形で意図を伝えることで、より

効果的な対話と結果を実現することができます。この理解と実践を重ねることで、AI ツール

をより効果的に活用する能力を養うことができるでしょう。 
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